
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  新道区地域協議会 

                  会長 船﨑 聡 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様におかれましては、輝かしい新春をお迎えのことと拝察いたします。 

平素より、新道区地域協議会の活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。 

昨年は、地域協議会の活動内容の変更等により、様々な課題を抱えた年となり

ました。 

新年を迎えるに当たり、新道地区における諸問題について、新た

な気持ちで一つ一つ精査し、解決できるように努力する次第です。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 
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回 覧 

～ 今年度の地域協議会の活動内容 ～ 

第１回「（仮称）新道地区地域活性 

プロジェクト委員会」準備委員会 

（12 月 20 日） 

・新道地区の一部の団体と地域協議会

委員による会議を開催し、以下の内

容について意見交換しました。 

 ➢ 準備委員会の目的 

 ➢ プロジェクト委員会の概要及び

規約 

 ➢ 具体的な活動 

 ➢ 取組スケジュール 

・ご意見をもとに内容を精査し、改め

て第２回準備委員会を開催すること

としました。 

※裏面もご覧ください。 

前号のたよりでのお知らせ以降、地域協議会の会議、団体との意見交換会を

次のとおり開催しました。地域協議会の会議はどなたでも傍聴できます。ご希

望の方はお越しください。（会場は新道地区公民館の２階です。） 

新年のご挨拶 

第８回地域協議会（11 月 29 日） 

・上越観光物産センター(藤野新田)について、特産品物

販店舗が移転することなどを踏まえ、令和 5 年 3 月末

をもって施設を休止するとともに、今後の利活用を

検討していく旨の報告がありました。 

・少年野球場(富岡)の周辺が希少な野生植物の生息域と

なっていることから、市の「自然環境保全地域」に

指定する旨の報告がありました。 

・第 5 回地域協議会で“支障なし”と答申した「新市建設

計画」の変更について、市において予定通り進める

旨の報告がありました。 

・自主的審議において交流事業などの実施主体として

検討する「(仮称)新道地区地域活性プロジェクト委員

会」に関し、この団体の設立について話し合う「準

備委員会」の議題について確認しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新道区地域協議会の自主的審議テーマ（令和４年４月から） 
 

新道地区の課題解決に向けて、２つの分科会を作って検討しています。 

第１回準備委員会を開催しました。 
 

新道区地域協議会では、昨年 12 月 20 日に、町内会長協議会や老

人クラブ協議会、小学校 PTA の代表の方などにご参加いただき、第

１回目となる「(仮称)新道地区地域活性プロジェクト委員会」準備委
．．．

員会
．．

を開催しました。 
 

この会議は、昨年8月と10月に開催した各種団体の皆さんとの意見交換の際、地域

協議会からお伝えした「新道地区を活性化させるためには、南部・中部・北部といっ

た区域や年齢の垣根を越えて、地域が一丸となって課題解決に取り組むことが必要」

といった考えにご賛同いただき、開催できたものです。 
 

準備委員会では、新たな活動団体の設置に向け意見

交換を始めたところであり、活動の具体化にはまだ整

理が必要ですが、活力あるまちづくりを目指し、引き

続き議論を重ねていきます。 

分科会名称 地域交流分科会 「新道の道」分科会 

テーマ 
地域住民の交流の促進について 河川敷の活用による地域の活性化に

ついて 

テーマの 

概要 

・新道区の各種活動は、南部・中

部・北部の区域に分かれて行われ

ており、区域を越えた交流があま

りありません。 

・また、コロナ禍により、地域のイ

ベントなどの自粛が続き、住民同

士の交流が少なくなっています。 

・新道区が将来にわたって活性化し

ていけるよう、住民の皆さんの交

流を促す取組について話し合いま

す。 

・地域の活性化に向け、地域の特長

を活かす取組について考えまし

た。 

・新道区は、関川（河川敷）と国道

18 号に挟まれた、南北に長い地

域です。 

・この河川敷や国道などに着目し、

子どもたちが誇れる地域づくりを

目指して、住民の皆さんの心の拠

りどころとなるような“道”の整備

に向けて話し合います。 
 

 

中部まちづくりセンター（上越市木田１―１－３ 上越市役所第二庁舎３階） 

ＴＥＬ：５２６－１６９０ ／ ＦＡＸ：５２０－５８５３ ／ Ｅ-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

お問い合わせ先 

 

10 月の意見交換会の様子 

 


